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山口大学での 
教員養成の 
おしごと

私のこと

小学校教育全般の 
教員養成

小中高の 
社会科教育の 
教員養成

外国人児童生徒の
教育

地域コミュニティ 
と学生の育成

山口県内の 
学校現場の教師の 
支援（社会科）

大学での「学び」や 
教員養成の改革



小学校６年生

国際理解の単元

さまざまな国を調べてポスターに作成

教室外のオープンスペースに掲示

「〇〇国は大変そうだなあ」

「私は日本に生まれてよかった」



多文化共生における私の「視点」
教員養成の仕事という観点 

学習指導要領＝「国民形成の設計書」 
（水原 2010） 

教師：子どもたちを「社会化」の過程の
中で「国民」にしていく役割

学習指導要領と教師の「教育観」

学習指導要領＝大綱 
実際のカリキュラムは教師の教育観 
によって「解釈」されて作られていく 

（ソーントン，2013）

「学生たち自身の『私たち』像の捉え直しをいかに促していくか」

多文化的状況の中，「解釈」に
大きな影響をもたらすもの 

「私たち」とは何を指しているのか 
という感覚 

（「私たち」≠「日本人」）

「私たち」 
「国民」 
「共生する」 

ということの「観」を 
学生たちが考えていくこと 



実践例１　社会科教員志望学生×留学生×「私たち」

私たちの「名札」はどのように書けばいいのか？

「あのアニメ」は誰のものか？

「日本人」は誰を指すのか？

「地域の人」とは誰を指すのか？

「これからの私たち」を考える



実践例２　小学校教育教員志望学生×ヒューマンライブラリー

ヒューマンライブラリー 
＝人を本に見立てて読者に貸し出す図書館

社会の中で「マイノリティとされる人」や「偏見
を受けやすい人」を「本」として貸し出し，「本」
と「読者」が対話していく

学生は 
・「本」となる語り手を見つけ，交渉を行う 
・当日の開催の計画を立てていく

2016年度 
里親支援家，自営業者，生まれつき障害を持っている人，在日外
国人，兵役経験者，被爆者，育休を取った男性，LGBT　ほか



しかし「私たち」像の転換は「教育観」に未だ結びつき難い

中身の重要性は理解できた
が，なぜこの学習が社会科
教員養成の「中等公民教育
論」で行うのかわからない

「教育法」の授業は「教育
技術の獲得」であり，哲学
的な学びは別の専門科学の
授業で行えばいい

実践例１
本の人たちも「私たち」
だという実感や変化の感
覚はあった。

それは教師になる私たち
にとってどういう意味が
あるか，は聞けていない

実践例２

「教員になる」「教員養成」観の 
学生と私との間でのズレを 
説明しきれていない

「共生感覚（私たち観）」の変化は 
教師の資質にほんとにつながったか？
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